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多粒点播による乾田土中早期湛水直播栽培

第 8報 生育診断時期と追肥効果

三浦恒子。若松一幸

(秋 田県農業試験勿

Drcct Sccdillg Cmttvaion on wel Dmmed Paddy Fにld Folbwc・d by Early I轟gatlon lvlth Hlll Sccdlng or Multlplc Crah

8 Sitablc S●gC fOr Diagnosis of Crow価 and Erect of Fttlzer AppLcaton

Chkako MIURA and Kazuyuki WAKAMATSU

ぃ ●Agれutural Expcnlllcnt Statlon)

1 は じ め に

乾田上中点播早期湛水直播は、耕起後の乾田に点播し、

播種後から出芽前早期に湛水する方式である。前報まで

に乾田土中点播早期湛水の田畑輪換における有月l性や

「でわひかりJの 目標収量を60ヒ /aと したときの苗立数、

またその後の理想生育を明らかにした。

本報では「あきたこまちJの 目標収量57kg/aの 安定生

産を目的に、初期生育が不足した場合の生育診断時期と

生育促進のための追肥効果を明らかにした。

2試 験 方 法

(1)耕種概要

2001～3年に秋田農試圃場 (雄和町)で行つた。土壌タ

イプは細粒グライ土である。供試品種はあきたこまち。

浸種籾を乾田上中点播早期湛水方式で播種した。播種深

はlcll程度にした。3ヵ 年の播種日|ま4月 27～29日 だつた。

施肥量はNPK‐0 8 0 0kg/a(し P70:9∈ 2:3)と した。播種

時の砕土率は6幌以上を確保した。

(2)試験区

1)苗立数100本 /ポ区(100本/ポ区)(2001～ 2003年 )

2)苗立数50本/ポ区(50本/ポ区)(2001～ 2003年 )

3)50本/ポ+6葉期追肥区(2002～ 3年)追肥量N05kg/a

4)50本 /ピ 19葉期追肥区(2003年)追肥量N02kg/a

(3)追 肥における肥料和l用 率 (2003年 )

おN硫安(5 06ato部 )を用いた
も
Nト レーサー法と差し弓|

き法により6・ 9葉期追肥それぞれについて算出した。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)時期別理想生育と収量構成要素

あきたこまちの目標収量57kg/aの 時期別理想生育と収

量構成要素は以下の通りである。苗立数が80～ 140本 /ぽ、

6葉期の茎数が160～300本 /ポ、穂数が400～460本/ピで

ある。また総籾数が29～ 31千粒/ポ で、このときの登熟

歩合は80～ 90%、 千粒重は22～23gである(表 1)。

(2)生育診断時期の決定

苗立数と穂数の間には有意な相関は無く(図 1)、 苗立

後の生育によつて穂数は変動する。そのため苗立時期は

生育診断時期には不適であつた。 しかし6葉期の茎数と

穂数には相関が見られた(図 2)。 また、図は示していな

いが6葉期以降の茎数と穂数の相関は高くなつていくこ

とから、6葉期以降の生育診断と追肥が有効であると考

えられた。

(3)迫 肥の効果

茎数が理想生育よりも少ない場合に6葉期または9葉期

の追肥を行 うと、6葉追肥区および9葉期追肥区の両区で

最高分げつ期の茎数が無追肥区に比べて増力日し、穂数も

100本 区に接近した。しかし、9葉期追肥区では茎数のlle

加が後半まで続き、分げつ過剰のため有効茎歩合が低下

した (図 3)。

(4)追 肥窒素利用率
お
Nト レーサー法と差し引き法の両方で6葉期追肥の利

用率が低かつた。
馬
Nト レーサー法では6薬期追肥が10%、

9葉期追肥が41%と なつた。また、差し引き法での利用率

が時期により上昇するのは追肥によつて茎数が増カロした

結果、空素吸収量が増加したためと考えた(表 2)。

(5)追肥が収量及び収量構成要素に及ぼす影響

2002年 では6葉期追肥区では穂数と1穂籾数が増加し、

総籾数が確保されて収量が増加し100本区に接近した。2

003年では収量が増加したのは6葉期追肥区のみだつた。

9葉期迫肥区では登熟歩合の低下により収量が増カロしな

かった。これは後半の茎数増加により有効茎歩合が低下

し、また有効化した穂も高次分げつが多くなつたためと

考えた。また、両追肥区で玄米タンパク質濃度の著しい

増加や外観品質の低下は無かった (表 3)。

4 ま と め

乾田土中点播早期湛水方式で初期生育が少なくなつた

ときの生育診断時期は6葉期とし、追肥窒素量は利用率

と窒素吸収量の増カロなどから0 5Kg/a必要であると考え

られた。
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図1苗立数と穂数の関係 (2001～ 2003年 )
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表3迫月巴が こ及ぼす影響
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図26葉期の茎数と穂数の関係 (2001～ 2003年 )

注1)図 中のデータは追肥を行っていない

注 2)料μ有 意
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